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自ら学ぶ生徒 思いやりのある生徒  

最後までやり抜く生徒 
校長 

 令和７年度が始まりました。新型ウイルス感染症への対応も一段落し、ここ数年間の春の始まりと

は少し違った雰囲気でのスタートとなっているような気がしています。 

 当校は教職員の入れ替わりが多い春ではありましたが、どの教職員にも生徒にも、その表情には

「よし、新たなスタートだ！ やるぞ！」という気持ちがあふれています。 

 始業式には教育目標をもとに生徒に話をしました。話の要旨を紹介します。 

 中学校は数年後に社会人として世の中に出ていくための、大事な基本を学ぶところです。 

 全校でがんばりたいことの一つとして「人の話をよく聞く（傾聴）」ことのお話をしました。そこから考

えたり、感じたりする、そのきっかけが得られるからです。このことは学校生活の基本なので、ぜひ大

事にしてください。 

 今年は、次の３つのことを皆さんに意識して生活をしてもらいたいと思います。  

①  「好奇心」を大事にしましょう。 

②  思ったことや考えたことを、相手にしっかり伝えましょう。 

③  自分を大事にしましょう。周りの人を大事にしましょう。 

  「これは何だろう」「どうしてこうなのかな」と「好奇心」もつと、自分から調べたり、知ろうとしたりす

るエネルギーがわいてきます。これは「自ら学ぶ」につながります。 

 自分の考えを工夫しながら相手に伝えてみることで、よりよい関係になれたり、自分を成長させたり

することができます。もちろん、相手の人も成長することができます。 

心も体も健康で、自分を成長させながら、自分にとっても良いし周りの人にとっても良い、そんな関

係になれたら素敵です。これは「思いやり」につながります。 

そして、学校は多くの人との豊かなかかわりから、お互いを成長させていくところです。 

いろいろな考えをもつ人がいるなかで、一緒に一つのことをやり遂げるには当然困難もありますが、

工夫を重ね、あきらめずに粘り強く取り組んだ先に、一人一人が大きな達成感を味わうことができま

す。その経験が自分自身を成長させてくれます。これは教育目標で目指す「最後までやり抜く」その

ものです。自分を大事に、そして周りの人を大事にしながら、お互いがお互いを成長させていく、そん

な学校になっていったら素晴らしいと思います。 

 子どもたちにとって、学校での学びが豊かなものとなるよう教職員一同がんばります。今年度の教

育活動への保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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入学式 式辞 
校庭の桜の花も咲き始め、令和七年度の春がはじまりました。 

一年生の皆さん、入学おめでとうございます。皆さんが、光晴

中学校に入学してきてくれることを心から待っていました。 

皆さんの入学をお祝いして、葛塚小学校長 藤井正人様をは

じめ、多くの地域の皆様からお越しいただきました。ご来賓の皆

様には、ご多用の中、ご臨席を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、今日から皆さんは、光晴中学校の一年生です。今日、入

学した一年生は、八十九人です。そして、二年生、三年生を合わ

せると、光晴中学校には、三百四人の生徒がいます。 

中学校は、数年後に皆さんが社会人として世の中にでていくための、大事な基本を学ぶところで

す。いろいろな仲間との様々な学びを通して、自分自身をよりよく成長させていくところです。光晴中

学校の教育目標、こんな中学生になってもらいたいという目標は、「自ら学ぶ生徒 思いやりのある

生徒 最後までやり抜く生徒」です。なりたい自分に向かって自分から学んでいこうとする力、解決し

なければならない困難に対して、粘り強く、しなやかにたくましく対応していく力。 

そんな力を身に付けていってほしいと思っています。 

そこで、学校生活を通して自分を成長させていってもらうために、これから皆さんに二つのお願い

をします。 

一つ目のお願いは「自分を大事にしましょう」ということです。 

毎日きちんと食事をして、ゆっくり睡眠をとり、生活のリズムを作り、ゲームをしたり遊んだりするの

もいいですが、勉強や運動もしっかりとして、ちょっとの困難にもくじけないように、自分の体や、心を

大きくしていってください。 

また、病気やケガから自分の身を守ることも大事です。学校の行き帰りに、交通事故にあったりす

ることがないように、交通安全にも気をつけましょう。安全で安心な生活を心がけてください。 

二つ目のお願いは「まわりの人を大事にしましょう」ということです。 

同じ学年の仲間や学級の友達、学校の先輩、お家の人、地域の人たち、先生方も、皆さんが楽し

く学校生活をするために、たくさんの準備やお手伝いをしてくれています。 

元気にあいさつをするとみんなが笑顔になります。他の人の話をきちんときいてあげられる人、やさ

しい言葉を言ってあげられる人、だれに対してもやさしく出来る人は、みんなが好きになると思います。

友達がたくさんできたらすてきですね。その友達は、きっとあなた自身を成長させてくれる大事な人に

なると思います。 

「自分を大事にする」「まわりの人を大事にする」この二つのことはぜひ心にとめて、光晴中学校で

元気に過ごしてください。 

ここからは，お家の方にお話しします。保護者の皆様、お子様のご入学誠におめでとうございます。

心よりお祝いを申し上げます。本日より、大切なお子様を学校でお預かりいたします。 

予測困難な時代にあって、社会の中でたくましく生き抜いていく力を確かに子どもたちに育んでい

くため、職員一同一丸となって、子どもたちに寄り添い、安心で安全な、実り多い学校生活となるよう

教育活動を進めて参ります。どうぞ、ご理解とご協力をお願いいたします。一年生の皆さんの毎日の

学校生活が、笑顔にあふれ、楽しいものであることを願い、式辞といたします。 



新入生代表 誓いの言葉 
新入生代表 

清らかな春を迎え、暖かな日差しが降り注ぐこの良き日に、私たち八

十九名は中学生として光晴中学校に入学します。本日は私たちのため

にこのような立派な入学式を行っていただきありがとうございます。 

私たちは六年間の小学校生活を終え、今新たな第一歩を踏み出しま

した。小学校生活とは違い、大きな環境の変化の中で、不安や悩みな

どの大きな壁にぶつかると思います。しかし、そんな時こそ先輩方や先

生方から、時には厳しく、時には優しいご助言をいただき、仲間と共に

支え合い、高め合いながら一歩ずつ前へ進んでいきたいと思います。 

これから始まる私たちの物語の中で、新たな出会いを大切にし、仲間との絆を深め、たくさんの経

験を積み、夢に向かって羽ばたきます。将来、私たちが成人しても共に集まり、思い出を語り合える

ような人間関係を築き、最高の中学校生活を送りたいと思います。 

中学校生活に慣れるまでは、ご迷惑をおかけすると思います。中学校生活を共に送る先輩方には、

学校行事を通して、たくさんのことを教えていただきたいです。そして先生方には、私たちのことを温

かい目で見守ってもらい、時に厳しくご指導していただきますよう、是非よろしくお願いします。 

 

生徒代表 歓迎の言葉 
生徒会長 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。たくさんの思い出がある小学校を旅立ち中学生と

なった今、ワクワクした気持ちでいっぱいだと思います。 

その反面、「どんなことがあるんだろう」「大丈夫かな」という不安な気持ちや緊張があるのではな

いでしょうか。私も入学式を迎えた時は、皆さんと同じ気持ちでとても不安でした。 

ですが、中学校生活を重ねていくと今のドキドキしている気持ちの比にならないぐらい、とても楽し

いことが待っています。例えば、9 月に行われる体育祭。体育祭では、それぞれの軍が協力し、とて

も迫力のあるパフォーマンスが楽しめます。小学校の頃とは違い、ダンスを踊ったり全校で競技を行

ったり、その年によって違う応援歌などがあったりします。どれも味わったことのないものばかりで、

皆さんの思い出に残ることでしょう。 

他にも、秋には合唱祭があります。合唱祭の時期になると、それぞれのクラスから綺麗な歌声が

聞こえてきます。時にはクラスメイトでぶつかり合うことだってあります。それでも本番になると、どの

クラスからも綺麗な歌声が響き、その美しさに感動します。 

今、私が話したこと以外にも、今までに経験したことのないものがたくさん溢れています。どうです

か？ここまで、聞いているとこれから始まる中学校での生活が、楽

しみになってきませんか？中学校の日々は、皆さんが思っている

以上にあっという間です。なので思う存分、自分達の生活を楽しん

でください。思いっきり遊んで、いろいろなことに挑戦して、たくさん

の思い出を作ってください。 

私たちも、これからみなさんと歩む中学校生活をとても楽しみに

しています。 


